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衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
今
治
市
の
提
案
」
と
「
京
都
府
の
提
案
」
の
「
比
較
検
討
」
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
下
旬
か
ら
年
末
年

始
に
か
け
て
、
山
本
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
（
当
時
）
と
内
閣
府
の
担
当
者
と
の
内
部
の
打
合
せ
に
お
い
て

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
の
記
録
は
作
成
し
て
い
な
い
。

二
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
「
意
見
」
の
論
点
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
「
京
都
府
と
今
治
市
の
比
較
検
討
」
に
当
た
っ
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
の
有
識
者

議
員
及
び
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
委
員
か
ら
御
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
九
年
六
月
十
三
日
に
当
該
有
識
者
議
員
か
ら
示
さ
れ
た
「
国
家
戦
略
特
区

獣
医
学
部
の
新
設
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

「
ま
ず
「
一
校
」
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
長
年
に
わ
た
っ
て
構
造
改
革
特
区
提
案
を
続
け
て
き
た
こ
と
、
四
国
全
域
で
獣
医

学
部
が
存
在
せ
ず
感
染
症
の
水
際
対
策
な
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
治
市
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
に
全

く
異
論
は
な
か
っ
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ま
た
、
お
尋
ね
の
「
構
造
改
革
特
区
で
今
治
・
加
計
学
園
側
が
提
出
し
て
い
た
資
料
」
及
び
「
資
料
の
表
題
及
び
内
容
等
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
今
治
市
の
提
案
」
に
係
る
専
任
教
員
の
「
確
保
先
」

に
つ
い
て
知
っ
た
経
緯
は
、
同
年
十
二
月
七
日
の
参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
、
内
閣
委
員
会
連
合
審
査
会
に
お
い
て
、
梶
山

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
が
「
平
成
二
十
年
の
・
・
・
構
造
改
革
特
区
提
案
に
お
い
て
、
獣
医
学
先
進
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
な
ど
か
ら
も
専
任
教
員
を
招
致
す
る
と
い
っ
た
構
想
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
・
・
・
ま
た
、
昨
年
十
二

月
下
旬
に
事
務
的
に
今
治
市
か
ら
確
保
先
を
聞
き
取
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
、
村
上
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

事
務
局
審
議
官
が
「
専
任
教
員
の
確
保
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
・
・
・
内
閣
府
に
所
属
す
る
担
当
者
が
今
治
市
の
事
務
職
員

に
事
務
的
に
聞
き
取
っ
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
聞
き
取
り
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
情
報
も
、
同
月
一

日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
松
本
内
閣
府
副
大
臣
が
述
べ
た
「
内
閣
府
に
提
供
さ
れ
た
資
料
や
情
報
」
に
含
ま

れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
七
月
の
説
明
と
矛
盾
し
て
い
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
京
都
産
業
大
学
の
実
績
そ
の
も
の
」
及
び
「
獣
医
学
部
新
設
の
規
制
緩
和
の
第
一
の
理
由
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
き
た
、
「
先
端
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」
分
野
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋

ね
の
「
「
今
治
」
と
「
京
都
」
の
提
案
の
比
較
及
び
選
考
」
及
び
そ
の
比
較
の
時
点
で
「
政
府
が
認
識
し
て
い
た
「
京
都
産

二



業
大
学
の
水
際
対
策
に
つ
い
て
の
実
績
」
」
に
つ
い
て
は
、
山
本
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
（
当
時
）
が
、
同

年
七
月
四
日
の
閣
議
後
記
者
会
見
に
お
い
て
、
獣
医
学
部
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
や
獣
医
師

会
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
の
三
大
臣
合
意
で
一
校
に
限
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

当
時
実
質
的
な
提
案
を
行
っ
て
い
た
今
治
市
と
京
都
府
の
ど
ち
ら
で
ま
ず
実
現
さ
せ
る
か
を
決
め
る
必
要
が
生
じ
た
旨
及
び

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
改
革
を
実
現
す
る
と
い
う
国
家
戦
略
特
別
区
域
の
性
格
に
照
ら
し
、
事
業
の
早
期
実
現
性
の
観
点
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
提
案
内
容
の
比
較
を
議
論
す
る
こ
と
と
し
た
旨
を
述
べ
、
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
の
参
議
院
内
閣
委
員

会
に
お
い
て
、
「
本
年
一
月
四
日
の
事
業
者
公
募
の
手
続
に
入
る
前
の
年
末
年
始
の
段
階
で
、
今
治
市
の
提
案
の
中
に
、
専

任
教
員
の
数
、
あ
る
い
は
地
元
と
の
連
携
、
教
育
内
容
の
各
点
に
つ
い
て
、
事
業
の
早
期
実
現
性
と
い
う
観
点
か
ら
京
都
府

の
提
案
よ
り
も
今
治
市
の
提
案
の
方
が
熟
度
が
高
い
と
判
断
し
て
、
今
治
市
に
お
い
て
構
成
員
公
募
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
専
任
教
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
今
治
市
は
専
任
教
員
を
七
十
名
確
保
す
る
と
し
て
お
り
、
そ
の

確
保
先
に
つ
い
て
も
、
海
外
製
薬
企
業
、
中
央
官
庁
の
ほ
か
国
際
機
関
で
の
経
験
者
、
あ
る
い
は
国
際
協
力
機
構
を
含
め
て

途
上
国
経
験
を
持
っ
た
人
材
等
が
示
さ
れ
て
お
り
、
教
員
の
確
保
の
道
筋
が
立
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
地
元
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
水
際
対
策
に
つ
い
て
、
今
治
市
は
、
四
国
知
事
会
等
が
要
望
す
る
な
ど
広
域
的
な
対
策
を
強
化
す
る
具
体
的
な
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ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
他
方
で
、
京
都
府
等
は
、
獣
医
学
部
の
あ
る
大
阪
府
と
の
連
携
が
必
ず
し
も
確
保
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
不
十
分
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
獣
医
学
部
の
設
置
は
地
域
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
府
等
の
提
案
に
そ
の
具
体
性
が
な
い
反
面
、
今
治
市
は
、
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
等
に
位
置
付
け
た
上
で
、
卒
業
生
を
地
元
の
産
業
動
物
分
野
に
就
職
さ
せ
る
た
め
の
奨
学
金
の

仕
組
み
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
京
都
府
等
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
が
、
水
際
対
策
に
関
す
る
部
分
が
薄
い
と
。
他
方
、
今
治
市
は
、
現
場
体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
卒
業
後
に
産
業
動
物
を

扱
う
分
野
に
進
む
よ
う
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
畜
産
業
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
水
産
資
源
を
対
象
と
し
た
感
染
症
対
策
な
ど
、

地
元
固
有
の
資
源
に
着
目
し
た
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

今
治
市
の
提
案
は
事
業
の
早
期
実
現
が
見
込
ま
れ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
昨
年
十
二
月
下
旬
に
政
府
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
「
今
治
」
と
「
京
都
」
の
提
案
の
比
較
及
び
選
考
は
、

「
公
平
か
つ
公
正
」
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
は
「
加
計
学
園
あ
り
き
」
の
選
考
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
御
指
摘

は
当
た
ら
な
い
。

九
に
つ
い
て
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和
泉
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
に
は
、
お
尋
ね
の
「
昨
年
十
月
十
七
日
の
午
後
四
時
頃
」
の
時
点
に
お
い
て
、
「
国
家
戦
略

特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
京
都
産
業
大
学
が
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
」
の
認
識
及
び
「
国
家
戦
略
特
区
に
よ

る
獣
医
学
部
新
設
を
平
成
三
十
年
度
開
設
に
限
れ
ば
、
京
都
産
業
大
学
は
獣
医
学
部
開
設
に
「
間
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
認

識
」
は
い
ず
れ
も
な
か
っ
た
。

五


